
紀伊半島大水害からの復旧・復興

［安全・安心への備え］事 業 名 及 び そ の 内 容 ２４年度(２３年度)千円１ 監視・警戒・避難のシステムづくり及び深層崩壊のメカニズム解明と対策研究 89,000事 業 名 事 業 内 容 金 額 担当部局 ( － )・課室名大規模土砂災害対 大規模土砂災害に対応した監視・警戒・避難のシス 千円 土 木 部策推進事業 テム構築及び深層崩壊のメカニズム解明とその対策 83,000 深 層 崩 壊研究 対 策 室国際防災学会開催 2014年奈良県開催の準備のため、「インタープリベ 土 木 部準備事業 ント（国際防災学会）2012」（フランスグルノーブ 6,000 深 層 崩 壊ル）へ職員を派遣 対 策 室２ 記録の整備、次世代への継承（１） 災害の記録の整理 15,000事 業 名 事 業 内 容 金 額 担当部局 ( － )・課室名紀伊半島大水害の 今後の一層の防災・減災、危機管理の取組に資する 千円記録編纂事業 ため、広範で詳細な聞き取り調査と映像取材によ［一部緊急雇用］ り、被災状況を包括的かつ詳細に記録のうえ、体系 15,000 総 務 部的に整理 総 務 課記録誌の編纂、映像記録のアーカイブ構築（２）危機管理等のノウハウの教育・伝承 9,761事 業 名 事 業 内 容 金 額 担当部局 ( － )・課室名災害対策本部機能 災害対策本部事務局の設備及び被災地活動のための 千円充実事業 資機材等の充実 7,800 知 事 公 室防災統括室災害時緊急連絡員 災害発生時に速やかな支援を行うため、市町村との編成事業 連絡調整業務を行う県職員の派遣体制を平常時から構築 881 知 事 公 室派遣職員体制 156人（４人/市町村） 防災統括室派遣対象職員に対する研修会・図上訓練の実施、手引書の配付等避難所開設等住民 住民参加の宿泊を伴う避難所開設訓練を、自衛隊等参加型防災訓練事業 関係機関の協力を得て実施 580 知 事 公 室年１回 防災総合訓練時に併せて実施 防災統括室自主防災活動推進 自主防災組織による避難誘導訓練・避難所生活訓練 知 事 公 室緊急サポート事業 等を市町村と連携して実施 500 安全・安心開催市町村 天理市、十津川村（予定） まちづくり推 進 課
23年度については６月補正後予算


